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「YBfab やがいアート展 2026」を開催します 
 

2026 年 11 月 7 日（土）から 29 日（日）までの期間、やぶ市民交流広場（養父市八鹿町
八鹿）で「YBfab やがいアート展 2026」を開催します。 

５回目を迎える今年のテーマは、「Knock on the Door（ノックオンザドア）」です。 
国内外で活躍する４組のアーティストが、やぶ市民交流広場に集まり、それぞれの感性から生まれた

多彩な作品を展示します。 
さらに、開催期間中には、気軽に参加できるワークショップも開催します。同アート展を初めて知る

人、「ゲイジュツ」ってなんだか難しそうだと感じている人など、どなたでも大歓迎です。 
この秋、やぶ市民交流広場で、アートとの新しい出会いをお楽しみいただけます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 期 間  2026年11月７日（土）～ 29日（日） 
 
２ 会 場  やぶ市民交流広場 芝生広場 ほか（養父市八鹿町八鹿538番地1） 
 
３ 入場料  無料（期間中のイベント含む） 
 
４ 参加アーティスト（紹介） 
 
（１）釜ヶ崎芸術大学 

2012年より大阪市西成区釜ヶ崎にて開講。NPO法人こえとことばとこころの部屋（ココルーム）が
運営し、釜ヶ崎のまちを大学にみたて、地域のさまざまな施設を会場に「学び合いたい人がいれば、そこ
が大学」として、年間約80～100講座を開催している。 

 
（２）淀川テクニック 
    2003年に大阪・淀川の河川敷を拠点とし活動開始。ゴミや漂流物などを使い、様々な造形物を 

制作する。赴いた土地ならではのゴミや人々との交流を楽しみながら行う滞在制作を得意とする。 
 
（３）周藤豊治 
   島根県生まれ。今年３月に美術教諭を早期退職し、鉄の作品制作を軸に、地域の自然との関わ

り、ワークショップ、旅の記録を通して経験から得られた学びを発信するクリエイティブスタジオ「Fe56+」を
立ち上げる。 

 
（４）杉本ひとみ 

大阪芸術大学大学院芸術研究科修了。韓国・水原大学 College of Art & Design 助教授
を経て、現在は国内拠点で活動。陶を素材に、果実や人物、花など身近なモチーフを用い、「自由」
「肯定」「幸福感」をテーマに制作。 

 
 

【釜ヶ崎芸術大学】 【周藤豊治】 【淀川テクニック】 

【杉本ひとみ】 

©淀川テクニック Courtesy of Yukari Art 



 
５ 期間中のイベント ※詳しくはチラシまたはホームページをご確認ください。 
 
（１）ゴミジナル工作®  

日 時：2026年11月７日（土）午前10時～正午 
会 場：ホール棟１階 北側出口スペース 
定 員：20人【予約優先】 
アーティスト：淀川テクニック 

 
（２）出張講座 in 養父① 「合作俳句」 
  日 時：2026年11月15日（日）午前10時～午前11時 
  会 場：旧グンゼ棟１階 
  アーティスト：釜ヶ崎芸術大学 
 
（３）出張講座 in 養父② 「詩 こころのたねとして」 
  日 時：2026年11月15日（日）午前11時10分～午後0時30分 
  会 場：旧グンゼ棟１階 
  定 員：16人【予約優先】 
  アーティスト：釜ヶ崎芸術大学 

 
 ※本イベントに関するホームページの URL
（https://www.city.yabu.hyogo.jp/bunka/eventschedule/ybfabevent/tenji/yagaiart/14293.html） 

 
 
【問合せ】 
市民生活部 まちづくり文化交流課  課長：才木 哲郎  担当者：白山 真雪 
電話：079-662-0071 
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